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世界統一特許に向けた  
ＪＩＰＡの国際活動

2005年2月22日

第４回JIPA知財ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

.

世界特許制度調和の現状と課題

JIPA 三極活動の経緯と活動趣旨

三極ﾕｰｻﾞ会議での活動

【資料】
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世界特許制度調和の世界特許制度調和の
 

現状と課題現状と課題
 WIPO/SCPWIPO/SCP及び及びPCTPCTリフォームリフォーム

国際第２委員長

内藤
 

浩樹
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知財保護制度の
国際的な展開 ⇒

 
世界的な特許出願件数の急増

審査能力の限界

コスト負担の急増

特許庁

出願人

世界における特許出願の現状

国家レベルのみの取組では限界有
 

⇒国際的な取組が必要
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方式面の調和 → 特許法条約（PLT）
２０００年条約採択
本年4月28日発効

実体面の調和 → 実体特許法条約（SPLT)
加盟国で条約案を議論

出願インフラ
 

→特許協力条約（PCT）
調和を具現化する方式統一条約として
順次改正（２００４年全指定制度導入）

特許制度調和に関する条約の進捗動向
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PCT制度改正の動向

（過去）

・国内移行期限の改正(2002年4月1日施行）

・全指定制度の導入（2004年1月1日施行）

・拡大国際調査・国際予備審査制度の導入（2004年1月1日施行）

（現在）

・特許法条約（PLT）の規定内容の導入

・国際段階の審査充実による国内段階における重複審査の排除

・方式手続の簡素化・ストリームライン化

出願インフラとしての大幅改正はほぼ終了
→PLTおよび、実体面の調和を含めた制度へ改正中
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PLT議論
（方式面）

PLT採択

SPLT議論
（実体面）

相違点
明確化

ユーザ団体
の提言

三極（特許庁）

 の提案
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特許制度調和に向けてのSCP会合の進捗動向
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三極間の相違点

A.
 

先願主義移行につい
 ての議論は、他の項
 目についての議論が
 進んでから

B.
 

国際的な広範囲のグ
 レースピリオドが必要

C.
 

全ての新規で有用な
 発明を保護対象にす
 べき

D.
 

製造・利用可能であれ
 ば十分

米国

a.
 

先願主義のもとでの
 調和を原則とすべき

b.
 

グレースピリオドは
 例外的な場合のた

 めの限定的な内容
 にすべき

c.
 

保護対象を技術分野
 に限定すべき

d.
 

産業的な利用可能
 性を要件にすべき

欧州、日本
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発展途上国と先進国との間の相違点

先進国発展途上国

・ SPLTが、各国の、伝統

 知識・遺伝資源保護等

 の国際的義務を果たし、

 もしくは、公衆の利益を

 向上させる権利を制限

 するものでないことを明

 確にすべき

・
 

反対（SPLTの目的

 に反する、ＳPLTの

 範囲外）
・

 
伝統知識、遺伝資源

 等の保護について

 は別の国際会合で

 議論すべき
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ユーザ団体の提言

1. AIPPI 宣言 (2003/10/27)

2. NGO Roundtable (2003/11/10-11)

3. FICPI 宣言 (2004/2/3)

4. ＩＰＯ－ＡＩＰＬＡ 提言 (2004/2/25)

5. 三極ユーザ団体（UNICE, AIPLA, IPO, JIPA）

 
宣言

 (2004/5/5）

優先項目に議論を特化し、早期調和を目指すべき
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ユーザ団体の提言(1)

1.
 

AIPPI 宣言 (2003/10/27)
・

 
SPLT 1とSPLT 2に分け、現段階では、例外、共同発明、

 補正・訂正、有用性、拒絶・取消理由
 

等を除いたSPLT 
1について議論すべき

2.
 

NGO Roundtable (2003/11/10-11)
・

 
4項目（先願主義、グレースピリオド、従来技術、先願の

 従来技術としての扱い）に限定して議論すべき
3.

 
FICPI 宣言 (2004/2/3)
・

 
縮小パッケージ

 
（先願主義、グレースピリオド、従来技

 術）について調和を推進すべき
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ユーザ団体の提言(2)

4.
 

ＩＰＯ－ＡＩＰＬＡ 提言 (2004/2/25)
・

 
まず、縮小パッケージ（先願主義、国際グレースピリオド、

 従来技術、先願の従来技術としての扱い）について三極
 ユーザ間の調和を図るべき

5.
 

三極ユーザ団体（UNICE, AIPLA, IPO, JIPA） 宣言
 (2004/5/5）

・
 

縮小パッケージ（先願主義、先願主義のための国際グレー
 スピリオド、従来技術、先願の従来技術としての扱い）に集
 中すべき
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三極の共同提案（SCP/10/9）

1.
 

ユーザ団体の提言を受け、三極特許庁間で協議
2.

 
実体面の調和により、出願人と庁の業務を削減し、コスト

 削減と特許品質の向上を実現することが三極共通の目標
3.

 
全ての項目について議論するのではなく、適切な項目の

 パッケージについて議論し、早期の合意を目指すべき
4.

 
最初のパッケージとして以下を提案
・

 
従来技術

・
 

グレースピリオド（先願主義とリンク）
・

 
新規性

・
 

進歩性／非自明性
5.

 
2006年前半の外交会議採択を目指す（ユーザに対して、

 早期合意に向けたSCPメンバーの意志を示す）
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世界特許制度調和に向けての課題

広範囲な論議を早期にまとめるためには、
三極が協力して制度調和案を提示することが重要

途上国の利害、実態を考慮した包括的な議論の必要性

次回、SCP及びPCTリフォーム会合は本年５月に予定
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JIPA JIPA 三極活動の経緯と三極活動の経緯と  
活動趣旨活動趣旨

特許第1委員長

西尾信彦

.
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80年代、90年代の知財協会活動

訪米団、訪欧団を隔年派遣

・各国の法制度/実務の調査検討

・各国の制度改定動向の調査

・各国の判例動向の調査

・日本ユーザーの立場から意見発信
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訪米団・訪欧団活動の成果

三極特許庁（ＪＰＯ／ＵＳＰＴＯ／ＥＰＯ）
 夫々と情報交換が容易となった。

米国知財団体（ＩＰＯ／ＡＩＰＬＡ）及び欧州団
 体（ＵＮＩＣＥ）の知財ｸﾞﾙｰﾌﾟと太いパイプを

 構築することができた。



17

他極ユーザメンバ

UNICE
欧州(EU)の産業界による団体

法改正に向けたEU議会への影響力

(EPOは法改正提案権限無)
IPO 

米国産業界知財部門の団体

AIPLA(米国知財法曹)
US議会への影響力
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2000年代の知財協会活動

単に意見交換するのみでなく、ユーザーの
 立場から、知財政策に積極的に関与すべ

 きである。

三極のユーザー団体が、「パテントコスト削
 減」の観点で、共同して三極特許庁へ働き
 かけるようにしたい。
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三極ユーザー会議の提案

2002年度の訪米団、訪欧団において、日
 本知財協会から「三極ユーザー会議」の設
 立を提案。

第1回
 

2003年
 

at ニース

第2回
 

2004年
 

at 東京

第3回
 

2004年
 

at ボストン

第4回
 

2005年4月
 

at ブリュッセル(予定)
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グローバルコストリダクショングローバルコストリダクションの提案(2001)(2001)

低価格、低パワーで、
広い地域での特許保護

同じ様式
同じ審査(公知例調査含む)
同じ権利
同じ発行

JIPA

4 Same
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第1段階は same format
最終システム

フォー
 マット統
 一

引例調査
一元化

相互承認

Step 1

Step 2

Step 3 世界統一特許
への拡張

明細書の機械翻訳明細書の機械翻訳
審査データの共用

Step by StepStep by Step
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各極間出願状況

約2020万件万件//年年の出願を各国様式変換中

日本日本

米国米国 欧州特許庁欧州特許庁

60000

22,000

50,000

32000

19000
13000

2003年
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統一効果

各国移行時

変換明細書作成

明細書⇒ｸﾚｰﾑ調整

図面
 

⇒ 不要

発明者/関係者検収
 (Declaration作成)

⇒ 不要/削減可

大幅大幅
削減削減

機械翻訳活用等機械翻訳活用等
費用削減可費用削減可

翻訳
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様式統一効果

年千件の企業で年数億の費用抑制年千件の企業で年数億の費用抑制

日⇒米・欧 (PCT込み) 77,35877,358件(庁年次報告)

作成工数削減
明細書・図面

検収工数

翻訳代

30万円/件

機械
翻訳 検収 10万円/件

Save!!Save!! 約 300300億円億円/年 (千件企業で約4億円)
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ｻｰﾁの共用

約約130130億円億円
 

((千千件企業件企業
 

22億円億円) ) 年経費抑制年経費抑制

ｽﾄﾚｰﾄ登録増加
OAは他理由

約5555億円
約7575億円

庁)審査滞貨解消し迅速登録可

出願人) 権利期間の担保
発明者工数投与抑制
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Same Specification FormatSame Specification Format

国際第1委員長

碓氷裕彦

三極ﾕｰｻﾞ会議での活動三極ﾕｰｻﾞ会議での活動
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ＰＣＴフォーマットに統合する事を提案

The base should be the PCT formatPCT format.

This format were agreed at the stage of PLT, 
WIPO.

US and JP not ratify, yet.

第2回 東京会議でのＪＩＰＡ提案
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第3回 ボストン会議でのＪＩＰＡ提案

Patent Cost ReductionPatent Cost Reduction 
(for Same Format)

Trilateral Users Meeting 2004 Fall
In Boston, U.S.
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Description
Title of the invention

Technical field
Background art

Disclosure of invention

Brief description of drawings

Best mode for carrying out the 
invention (Mode(s) for carrying out 
the invention)
Industrial applicability

Claims.

Drawings
Figure 1

List of reference signsList of reference signs

Specification
[Title of the invention]

[Technical field]
[Background art]
[prior arts information]

[Disclosure of the invention] (added)

[Brief description of the drawings]
[Figure 1]...

[Best mode for working the 
invention]
[embodiment]

[Industrial applicability] (added)

Drawings
[Figure 1]...

Claims (separate document)..

JP PCT

Specification
Title of the invention
Cross reference to related art
Background of the invention

Field of the invention
Description of related art  

Summary of the invention

Brief description of the severa l 
views of drawing

Detailed description of the 
invention

Drawings
Figure 1

US

Description
Title of the invention

Technical field
Background art

Disclosure of the claimed invention

Brief description of the drawings

Detailed explanation of the ways of 
carrying out the invention

The ways of exploitation in industry 
(optional Article 57; Rule 27(1)(f)) 

Claims.

Drawings
Figure 1

EP

One glance ComparisonOne glance Comparison
Abstract Abstract Abstract

XML format allows any order

Abstract
Claims.
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JIPA propose for the 
Same Format Realization

1: Sign up Joint Declaration(JD).
2:  Send JD 

to EPO/USPTO/JPO & WIPO
3: Public Announcement.  
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共同宣言文書の合意

（プレアンブル）

……………
Patent offices should move towards the adoption of a common patent 
application standard so that conforming applications can be 
electronically filed and prosecuted in any patent office without

 
the 

need for any change to accommodate local rules. A first step towards 
this goal should be the adoption of a common patent application 
format by the trilateral offices, based generally on PCT format, so that

 
 

conforming applications (i) can be filed, preferably electronically 
without need for any change in the submitted application to 
accommodate national/regional rules, and (ii) aid in facilitating 
machine translation of the application.

三極特許庁はＰＣＴフォーマットを基本に同一
 フォーマットとし、電子申請・機械翻訳の便を図る

 べきである。



32

第4回会議までの宿題

Same formatに関し、形式的に問題となる事項
 に付いての検討

例）タイトル名・式・表・図面・段落番号

ＪＩＰＡが中心となって他団体の意見を取り纏める

Same formatに関し、実態的に問題となる事項
 に付いての検討

例）参照番号・クロスレファレンス・アブストラクト

ＩＰＯが中心となって他団体の意見を取り纏める
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三極ユーザーからＷＩＰＯへの提言
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ＷＩＰＯへの提言

実体的特許法条約（Ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅ
 

Ｐａｔｅｎｔ
 Ｌａｗ

 
Ｈａｒｍｏｎｉｚａｔｉｏｎ

 
Ｔｒｅａｔｙ）は以下の

 項目に注力すべきである。

先願主義の採用

国際的なグレースピリオド

公知技術の定義（世界公知）

先願出願の扱い
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三極ユーザの意見集約

Ｏｎｅ Ｓｅａｒｃｈ実現のため

①グレースピリオドの期間

②先願を公知例とするか否か

③先願対象にＰＣＴ出願を含めるか否か

ＵＮＩＣＥが中心となって、第４回会議まで
に他団体の意見を集約する
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三極ユーザーからＷＩＰＯへの要請
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ＷＩＰＯへの要請（料金値上げ反対）

ＳＣＰの南北問題（遺伝子資源の原産地保
 護等）の為、ＰＣＴ値上げの動きがあった。

三極ユーザーから共同でＷＩＰＯ宛に意見
 書を提出した。

今回の値上げは見送られた。
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三極ユーザから三極特許庁への提言
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三極特許庁への提言

三極特許庁のハーモへ向けた努力を支持
 する。

サーチ・審査結果の相互利用

共通化した電子出願システム構築

優先権書類の相互交換

機械翻訳の改良及び活用
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End

2005.2.22  JIPAｼﾝﾎﾟｼﾞｭｰﾑ資料

日本知的財産協会
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